
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期 日 2026 年 4 月 25 日（土）・26 日（日）・29 日（水） 

２ 場 所 リアルター夢りんご東光スポーツ公園・花咲スポーツ公園 

３ 対 象 Connect カブスリーグ道北ブロックおよび旭川・道北地区 ALBALUPO カブスリーグ 

４ 内 容 ➀ 宣誓セレモニー（各会場第１試合対戦チームの選手・保護者・指導者・審判） 

      ② リスペクト旗を囲んでの対戦チームによるキックオフ前の写真撮影（全試合） 

      ③ MWO の配置（全試合） 

      ④ 選手・指導者・審判・保護者への振り返りアンケート（任意） 

      ※ ➀と②は写真をホームページに掲載 

５ その他 リスペクト・フェアプレーデイズ 2026 夏：7 月 18 日（土）・19 日（日）・20 日（月） 

リスペクト・フェアプレーデイズ 2026 秋：9 月 19 日（土）・20 日（日）・ 

                            21 日（月）・22 日（火）・23 日（水） 

 

【 宣誓セレモニー 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

～ 2026 SPRING ～ 



振り返りアンケート 
Google フォームにて回答を集約 

 

アンケート項目 
 

０ 共 通 ➀ 試合の期日 ② 所属チーム名 ③区分（選手・指導者・審判・保護者の別）  

 

※ 以下の、文章入力以外の各設問においては、「最も当てはまるもの」１つを選択することとする。 

 

１ 選 手 ④ 試合にはどんな姿勢で臨みましたか？ 

      ⑤ 味方選手のミスに対してどんな声をかけましたか？ 

      ⑥ 相手選手に対してどんな態度を取りましたか？ 

      ⑦ 審判にどんな態度を取りましたか？ 

      ⑧ リスペクト・フェアプレーに関して普段心がけていることを入力してください。 

 

２ 指導者 ④ 相手チームの指導者とはどんな態度で接しましたか？ 

      ⑤ 選手のプレー全般に対してどのような声かけをしましたか？ 

      ⑥ 選手の判断に対してどのような姿勢で臨みましたか？ 

      ⑦ 審判の判定に対してどのような態度で臨みましたか？ 

      ⑧ リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

 

３ 審 判 ④ 本日のレフェリングについて振り返ってください。 

      ⑤ 自身の審判スキルに関する考えを聞かせてください。 

      ⑥ リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

 

４ 保護者 ④ 自チームの保護者の方の応援はどんな様子でしたか？ 

      ⑤ 保護者の応援について気になったことはありましたか？ 

      ⑥ リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アンケート結果 
 

選 手 
回答数：135 

Q 試合にはどんな姿勢で臨みましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 味方選手のミスに対してどんな声をかけましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 相手選手に対してどんな態度を取りましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームの勝利のために 
全力でプレーした。87.4% 

自分のやりたいプレーに 
こだわった。 7.4% 

 

あまり前向きな気持ちで 
望めなかった。 5.2% 

 

体調不良やケガを隠して 
試合に出場した。0% 

気にするな（ドンマイ）と 
声をかけた。77.1% 

特に声はかけなかった。21.5% 
 

ミスに対して 
文句を言ってしまった。 0.7% 

ミスに対して 
強く責めてしまった。 0.7% 

リスペクトの精神で接した。 
80.8% 

文句や悪口を 
言ってしまった。0.7% 

相手がケガをしても仕方ないと
思ってしまった。 0% 

特に何も意識することは 
なかった。 18.5% 



Q 審判にどんな態度を取りましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リスペクト・フェアプレーに関して普段心がけていることを入力してください。 

▶ リスペクト、感謝、思いやりというキーワード 

〇サッカーをいっしょにやっている仲間や審判などへのリスペクトとフェアプレーを心がけている。 

〇全員をリスペクトして、試合に取り組んでいる。 

〇いつも相手や審判にリスペクトするようしている。 

〇審判や相手をリスペクトする。 

〇周りの人や環境にリスペクトの気持ちを持ってプレーする。 

〇全ての人に感謝すること。 

〇サッカーに関わる全ての人に感謝の気持ちを持つ。 

〇サッカーに関わるものに感謝する。 

〇本部の人や審判、相手選手などに感謝の気持ちを心がけている。 

〇味方、相手、サポーター、審判、その他の人にも感謝をもってプレーする。 

〇色々な人に感謝をすることを心がけている。 

〇保護者に感謝する。 

〇試合に関わる人に感謝の気持ちを持って、試合の結果にもこだわる。 

〇試合をやれることに感謝してプレーすると心がけている。 

〇自分がサッカーできることに、周りに感謝し、サッカーに取り組んでいる。 

〇してくれたことに対して素直に感謝を伝える。 

〇審判の判定に文句などを言わず、味方、保護者には普段の感謝を忘れず、相手には煽りなどないよう

にプレーするように心がけている。 

〇サッカーに関わる全ての人を尊重する。 

〇尊敬した態度で接すること。 

〇サッカーに関わっている全ての人を大切に思いやること。 

〇自分はサッカーをさせてもらっているという気持ちでいる。 

〇選手や審判と握手する時に必ず両手で握手している。 

〇挨拶をすること。 

〇相手、指導者、審判がいるから試合が成り立っていることを理解して真剣に取り組むことを意識し

て取り組んでいます。 

審判をリスペクトして 
判定には素直に従った。 90.4% 

思わず声を発してしまったが 
その後は判定に従った。 9.6% 
 

判定に対して 
文句を言ってしまった。 0% 

審判を侮辱するような言動を 
取ってしまった。 0% 

 



▶ 味方選手に対して 

〇味方が良いプレーをしたときは全力で褒めて

あげる。 

〇味方にやさしく指摘すること。 

〇味方のプレーに対しての声の掛け方 

〇特に味方への声かけ。 

〇味方がミスした時に励ましの声などをかける。 

〇誰かがミスをした時に声をかける。 

〇味方のミスを責めない。 

〇士気を下げる言葉は発しない。 

〇仲間にドンマイと声をかけること。 

〇ミスしても責めないで「どんまい」などの声か

けをしている。 

〇仲間がミスをしてもできるだけ責めずに、ドン

マイと声をかけること。 

〇味方が失敗してもドンマイなどの声掛けをし

ている。 

〇味方のミスにドンマイなど声がけを意識して

います。 

〇味方のプレーに文句を言わないこと。 

〇試合に負けても味方を責めない。 

 

▶ 相手選手に対して 

〇相手には必ずリスペクトを持って接する。プレ

ー中にイライラしない。 

〇フェアプレー精神 

〇相手を尊重している。 

〇相手選手に必ず挨拶をする。 

〇相手のチームに対して、礼儀やマナーを守るよ

うに行動しています。 

〇相手をリスクペクトし、ファウルなど接触プレ

ーがあったら素直に謝る。 

〇相手がいないとサッカーができないと思いな

がらプレーをしています。 

〇相手がいないと試合ができないこと。 

〇相手も味方だと思って接する。 

〇しっかりと相手には手加減せず本気で試合を

することです。 

〇試合中は全力で戦い、相手を思いやる。 

〇試合中、試合後などに相手に悪口を言わない。 

〇相手が攣ったりころんだりしたら声をかけて

あげること。 

〇相手が怪我をしていたら「大丈夫？」と声をか

けている。 

〇怪我させないようにしている。 

〇相手が転んだり怪我をした場合、必ず心配の声

掛けをする。 

〇文句を言ったりズルなどをせず、相手選手と公

平にプレーする。 

〇本気でプレーするが危ないプレーやカードが

出るプレーはしないこと。 

〇お互い怪我ないように楽しいサッカーができ

るようなことを願っている。 

〇迷惑をかけないようにプレーするのは勿論、相

手を侮辱したり傷つけたりすることはしないよ

うにしている。 

〇悪質なファールはしないこと。 

 

▶ ファウルをしてしまったら 

〇相手を転ばせてしまったら、必ず声をかけるよ

うにしている。 

〇ぶつかったり怪我をさせたりしてしまったら、

ファールでなくても謝る。 

〇ファールをしてしまったら声をかけること。 

〇ファールをした時にしっかり相手に謝る。 

〇ファウルをした時にすぐ謝りに行くこと。 

〇ファールをしたら必ず謝る。 

〇ファールしたら謝る。 

〇転ばせてしまったら謝る。 

〇悪意がなくても謝罪する。 

〇ファールをしたら必ず相手選手に謝り、審判に

は暴言など試合を乱すようなことはしないよ

うに心がけている。 

〇自分が相手の足を踏んだり、相手を吹っ飛ばし

た時に、すぐにごめんねと言っていること。 

〇審判の判断に従う。相手に対して悪質な行為を

したら必ず謝る。 

 



▶ 審判や判定に対して 

〇審判などには素直に従ったりファールのとき

にアピールをしないなど。 

〇審判の判定に文句を言わないで試合を行うこ

とです。 

〇審判の判定に文句を言わないように心がけて

いる。 

〇審判の判定に文句を言わない。 

〇審判の判断に文句を言わない。 

〇文句を言わないように意識すること。 

〇文句を言わない。 

〇選手、審判に文句を言わない。 

〇審判に文句言わない。 

〇審判や判定に文句を言わず素直に受け入れる。 

〇審判の判定を素直に受け入れる。 

〇判定に文句を言わず受け入れる。 

〇審判の判断は素直に受け取る。 

〇審判の言うことに対してしっかり受け止めて

いること。 

〇暴言をはかない。 

〇どんな判定でも不機嫌にならないこと。相手に

も悪口を言わない。 

 

▶ 自分自身に対して 

〇一人間として普通のことを普通にすること。 

〇全力でプレーすること。 

〇自分のやりたいプレーとチームの勝利を両立して試合にのぞんだ。 

〇チームの一員として行うこと。 

〇色々なプレーを前向きに捉え、次どうするかを考えている。 

〇日頃の部活中でもチームがどうしたら強くなるかを考え、声かけを心がけている。 

〇怪我なくプレーを行う。 

〇試合中に味方・相手選手で怪我人がでた場合は、すぐに駆け寄るようにする。 

〇怪我した選手を気づかう。 

〇自分事として考えている。 

〇落ち込んでる時の切り替えを大切にしてる。 

〇落ち着くこと。 

〇すぐに試合に出られるように努力する。 

〇もしトラブルや何か問題があったり、相手がダメなことをしてもリスペクト精神、スポーツマンシッ

プに従い、チームみんなで熱くなれる試合になるように心掛けていた。 

〇相手の悪質なプレーや反スポーツマンシップに対して腹が立ったが自分の感情をおさめることがで

き、審判に文句を言わずリスペクトすることができた。相手の危険なスライディングで怪我をすると

ころでかなり腹が立ってそのまま口に出してしまい反省。言い合い的な感じになったが結果で見返す

ことができたので切り替える。挑発や侮辱されても気にしないこと、それでプレーの質を落とす選手

はいい選手ではないのでもっと上を目指す。 

 

 

 

 

 

 



指導者 
回答数：29 

Q 相手チームの指導者とはどんな態度で接しましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 選手のプレー全般に対してどのような声かけをしましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 選手の判断に対してどのような姿勢で臨みましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

握手はしなかったが 
アイコンタクトを取り挨拶を 

することができた 75.9% 

励ましたりトライを促したり 
ポジティブな声かけができた。

96.6% 

必要最小限の 
コーチングに努めた。58.7% 

試合前・試合後のいずれかで 
握手を交わし挨拶を 

することができた。 6.9% 
 

特に声かけはしなかった。3.4% 
 

オーバーコーチングに 
なってしまった。10.3% 

 

試合前と試合後に握手を交わし 
挨拶をすることができた。 

17.2% 
 

基本的に選手の判断に委ね 
励ます声かけ飲みに努めた。 

31.0% 
 

自発的な挨拶は 
しなかった。 0% 

 

ミスに対して 
叱責してしまった。 0% 

 

全体的にネガティブな声かけが 
多かった。 0% 

すべてを 
選手の判断に委ねた。 0% 

 



Q 審判の判定に対してどのような態度で臨みましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

〇花咲会場で、東明中の選手が交代する時に、自然と観客席から拍手が起こっていて、素晴らしい光景

だと感じました。また、東光会場では、広陵中と永山・永山南はそれぞれ試合後に、相手側のスタン

ドにも挨拶をしており、それに対する観客席のあたたかい拍手も素敵でした。 

 

審 判 
回答数：8 

Q 本日のレフェリングについて振り返ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 自身の審判スキルに関する考えを聞かせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

審判をリスペクトし 
判定に従った。93.1% 

ファーストリアクションで 
不満を示してしまったが 

判定には従った。 6.9% 
 

判定に異議を唱えてしまった。 
0% 

判定に対するリアクションを 
多く取ってしまった。0% 

観る位置や角度など 
改善しなければならない点が 

あった。62.5% 

満足できる 
レフェリングができた。37.5% 
 

適切なレフェリングが 
できなかった。0% 

判定に迷う場面が 
多くあった。0% 

現在の資格やスキルに 
満足している。50.0% 

スキルアップの機会があれば 
学びたい。12.5% 

 

満足はしていないが 
今以上の活動は 
困難だと考えている。25.0% 

上位資格を取得したいと 
考えている。12.5% 



Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

（回答なし） 

 

保護者 
回答数：153 

Q 自チームの保護者の方の応援はどんな様子でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 保護者の応援について気になったことはありましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

〇良い取り組みだと思います！ 

〇すごく素晴らしい取り組みをしているなと思いました。 

〇接触した時に相手に気遣う言葉があって良かったと思う 

〇選手交代の際の、ベンチに下がる選手への称賛の拍手が良かった 

〇自チームは、昨年よりフェアプレーを意識していると思い、改善されていると思います。選手も、ポ

ジティブな声掛けをしていこうという意識がみられていました。 

〇自チーム監督の采配、周囲の人の気配りが素晴らしかったです。 

〇対戦相手の選手が左足を攣った際、積極的に介抱に向かう選手や自らの水筒による水分を分け与え

ていたのは賞賛に値する。 

自チームの良いプレーに対して 
拍手で讃えていた。45.8% 

全体的に静かに観戦していた。 
13.7% 

 
相手チームの 
良いプレーに対しても 
拍手などで讃えていた。19.6% 

自チーム選手に対し積極的に 
声援を送っていた。20.9% 

特に気になることはなかった。 
96.0% 

審判の判定に対して 
異議を唱えていた。 0.7% 

 

相手チームの選手を 
非難する声があった。0% 

自チームの選手の 
ネガティブなプレーを 

責める声があった。 3.3% 



〇相手チームの子が、自チームの選手が怪我をした時にすかさず駆け寄って、ケアをしてくれました！ 

素晴らしい対応だと思います 

〇試合中、相手チームに声援を送ることがなかなか難しいなと思いました。試合終了後に拍手で声援

することは快くできたように思います。 

〇試合中にファウルをした選手が、すぐに相手選手に謝罪をしているのを見ました。さらに、試合終了

後にも、ファウルを受けた選手に対して謝っていたと聞き、素晴らしい選手だと感じました。今後も

全選手がそのような気持ちを持ってプレーしてくれる事を期待しています。 

〇プレー中、チームの仲間に文句を言っている選手がいたり、対戦相手を煽るような言動をする選手

がいるのが残念です。 

多感な時期ですので、プレー以外の面でも強く指導して頂けると親としては有り難いです。 

文句を言っている選手の保護者も、観戦中に熱くなって大きな声でマイナス的な言葉を発していま

した。試合中の息子の耳にも届いています。 

試合後に対戦チームの選手のことを「どもならんクソガキ」と同学年保護者と話しているのも目に

してしまい、同じチームの保護者の立場として恥ずかしさを感じました。 

選手たちが気持ち良くサッカーに向き合い、頑張れるような環境を、私たち大人が作ってあげたい

なと思っています。 

いつも指導して下さっている監督、コーチの方々にはとても感謝しております。 

長々と大変失礼いたしました。引き続きどうぞ宜しくお願い致します。 

〇試合中、チームメイトのプレーに対して小言を言い続けながらプレーする選手がいて、観客席にま

で声が届いてしまった事がとても残念でした。 

近くでプレーしている選手や、対戦相手のモチベーションに悪影響が出ていないか心配です。また、

そのような振る舞いを注意・指導できない、あるいはしない指導者の姿勢にも疑問を感じます。 

先輩たちが努力して道北カブスへ導いてくれたことを思うと、その積み重ねを大切にしてほしい気

持ちがあります。 

勝ち負けに関係なく、まずはお手本となる振る舞いがあってこそ「RESPECT/大切に思うこと」が

成り立つのではないでしょうか。 

今回はその点がとても気になり、残念に感じました。 

失礼を承知でお伝えしました。ご容赦いただければ幸いです。 

〇時々、子供達の名前を呼んで声援を送って下さる保護者の方がいます。嬉しく思う子も勿論いるの

ですが、呼ばないで欲しいと思う子もいます。 

また半ば指示のような雰囲気の発言も。個人が特定されないような声掛けだったり、温かく見守っ

てあげる姿勢が必要だと思いました。 

〇今回の試合ではありませんが、試合中に相手チームの選手に厳しい言葉をかけられることが時々あ

るようです。 

〇自チームの総監督の選手への声掛けがネガティブな内容があり気になった。 

〇自チームの指導者が、ミスキックしたら罰ゲームな！と叫んでいて恐ろしかった。どんな罰ゲーム

ですか？また、ユニフォームも同色とはいえ違うデザインを着ていてありなんですか？ 

〇なぜ DOGSO を取らなかったのか、最低でもカードは出すべきものがなぜスルーされたのか。あれ

が見えなかったは理由にならない。なぜ平等なジャッジがなされないのか。リスペクトという前に

審判側の責任はどうなのか問いたい。 



〇審判の方々は、相手チームをご贔屓にされているのかと感じる場面が多々あった。自チームの選手

が故意的に押され倒れたが、大きな怪我がなくて良かったです。 

〇審判の技量に疑問を感じましたが、他の審判との協力や試合中の改善も見られ、今後の研鑽に期待

します。 

今年度より合同チームとなり、指導の体制が大きく変わり、大変指導のわかりやすく雰囲気づくり

の上手な指導者にあたり、試合中の雰囲気も良く、子供の練習に対する姿勢にも変化が見られまし

た。これまでの指導者も在籍する中、今までの先生には大変申し訳ないのですが、指導者の力量によ

り育つ選手の方向性が大きく違うように感じます。これまで対戦相手などで非常に雰囲気の良いチ

ームなどは見受けましたが、我が子のチームでは、みんな仲良く・みんなで楽しくよりも、上手な子

のための・上手な子がやりたいチームが優先されてきたように思います。２種の試合を見ても、大変

技術身体能力が高くても戦術的思考が低く残念に思う選手も見られます。技量に注力するあまりオ

フザボールを軽視しているように見られ、これまでの４種３種からの指導の結果かなと思いました。 

指導者の方々には、大変でしょうが、子供たちに怪我無く、楽しく、考えて試合を楽しむサッカーの

指導で、子供を大人へ、大人を紳士に成長させるスポーツの普及に努めてください。 

〇相手チームの選手の態度が悪い。プレー以外の場所で敵チームの選手を突き飛ばす動静あり。見て

いてかなり不快でした。副審の目の前のライン沿いで起こっているのに注意も何もせず。カードが

出てもおかしくない行為だと思います。このことに対し、審判や指導者から当該選手に対し注意や

指導がないことが不快ですし、そもそもリスペクト・フェアプレーなんてやる必要ないと思います。

事後ですが、相手チームには何らかの指導があることを期待します。そして指導した旨の説明をホ

ームページ等でするべきだと思います。何もないなら本当にこのシステムは意味がないと思います。

非常に残念です。 

 

 

MWO の配置 

 月日 対戦カード  月日 対戦カード 

1 4/25 B.N.F.C 3rd vs 北星中 9 4/26 緑が丘 FC 2nd vs 中央・明星 

2 4/25 EINS Bar vs ATT 10 4/26 春光台・六合 vs 中富良野中 

3 4/25 B.N.F.C 2nd vs 東明中 11 4/26 広陵中 vs 永山・永山南 

4 4/25 EINS Loewe vs 富良野合同 12 4/29 CKK vs 広陵中 

5 4/25 CKK vs コンサ 2nd 13 4/29 コンサ 2nd vs 上富良野中 

6 4/25 EINS FSV vs 上富良野中 14 4/29 EINS FSV vs SSSC 

7 4/25 緑が丘 FC vs SSSC 15 4/29 永山・永山南 vs 緑が丘 FC 

8 4/25 北門中 vs 名寄 SC 16 4/29 VITA FC 2nd vs 北門中 

 


